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 は じ め に
　近年の中世律宗教団、とくに奈良西大寺を
拠点とする叡尊教団に関する研究にはめざま
しいものがある*1。その結果、彼らが、勧進
によって港・橋・川・道路の管理・維持を担
い、ハンセン病患者を初めとする「個人」救
済を担っていたことなどが明らかにされ、中
世の宗教のみならず政治・経済などをも理解
するための核となる教団であることが明らか
になった。
　そうした中世の叡尊教団の展開を考察する
うえで、京都葉室の浄住寺（現、京都市西京
区山田開キ町九番地）を無視するわけにはい
かない。というのも、叡尊教団の山城国の最
重要な拠点であったからだ。それゆえ、本稿
では、中世の浄住寺に光を当ててみよう。
　しかしながら、浄住寺は、戦国時代の兵火
によって破却され、近世には黄檗宗の鉄牛道
機によって復興され、以後は黄檗宗寺院とな
り、現在におよんでいる。その結果、叡尊教
団寺院であった頃の史料の多くが失われ、そ
の中世における実像を理解するのには大きな
困難がともなう。
　それゆえ、浄住寺に関する研究はそれほど
多くはない。古くは田中久夫*2氏の淨住寺開
基葉室定嗣の信仰に注目した研究がある。近
年では、叡尊教団研究への関心の高まりも
あって、細川涼一*3氏、追塩千尋*4氏の貴重な
研究がなされている。とくに、追塩氏のは、
近年の浄住寺に関する唯一的な専論と評価で
きる。しかしながら、史料的制約は大きく、
まだまだ十分な研究がなされたとはいいがた
い。そこで、本稿では、先学の研究に示唆され
ながら、従来使われてこなった絵画資料など
をも駆使して、中世浄住寺の実態にせまろう。
　なお、平成18年10月28日に浄住寺の現地調
査を行った。その際、ご住職（榊原直樹氏）
のご協力を得ることができた。記して感謝の
意を表したい。
第一章　浄住寺の位置と長老次第
　まず、葉室浄住寺の叡尊教団内部での位置
づけをしておこう。追塩氏は、浄住寺が京都
における拠点寺院であったとされる*5が、速
成就院東山太子堂なども、また拠点であった。
それゆえ、拠点という曖昧な位置づけではな
く、いま少し正確な位置づけをしよう。
　この事を考えるうえで、明徳二（1391）年
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に書き改められたという「西大寺末寺帳」は
大いに参考になる。それには、山城国の西大
寺末寺が次のように記されている*6。
 
　この史料から、葉室浄住持は、山城国の西
大寺直末寺十九ヶ寺の筆頭に記載されている
ことがわかる。末寺帳の記載の順序は、その
国での叡尊教団内の寺格を表しており*7、浄
住寺は山城国内で第一位にランクされていた
ことがわかる。
　それゆえ、別稿*8で論じたように、山城・
洛中・近江・若狭・丹後といった京都とその
近隣諸国のみならず、出雲、筑前にまで荘園
をもち、筑前国分寺をも支配下においていた
東山太子堂（速成就院）が山城国内の西大寺
末寺の第二位のランクであったことを考えれ
ば、中世における浄住寺の繁栄ぶりが偲ばれ
る*9。
　浄住寺は、弘長元（1261）年に葉室定嗣
（1208－1272）が、叡尊を師として出家し、
叡尊を招いて山荘を結界して浄住寺としたこ
　山城国
葉室 大谷「太子堂か」
浄住寺　南三 速成就院
八幡「木幡」 不懐化身院
大乗院　東二 大覚寺
宇治 三条
放生院　三室 長福寺
西谷 醍醐
法光明院 菩提寺　一室第十四長老御時応安二六
京中御門西洞院 山田庄内
常福寺　第十六長老御時永徳三二月日 寿福寺　廿七代之時□進□
 （極本ニハ極楽坊ナシ）
観音寺　相楽郡 極楽坊
木幡
観音寺 知足院
 粟生
桂宮院 遍照心院
戒光寺 成心院
平等心王院
とに始まる*10。定嗣は、中納言まで務めた貴
族であったが、心月房定然と名を変え、叡尊
の弟子となった。この葉室定嗣が信者となり、
浄住寺という拠点をもったことにより、叡尊
教団の京都における展開が容易になった。こ
のように、浄住寺は叡尊が名目的な開山で、
定嗣が開基であったが、実質的な長老は、大
和出身の本覚房良忍であった*11と考えられ
ている。
　しかし、正応二（1289）年の某申状には、
「 思円上人 管領淨住寺」*12と記され、また、「当
（叡　尊）
寺第二長老本覚上人*13」、「淨住寺開山叡尊*14」
と史料に見えるので、定嗣（心月房定然）が
開基で、叡尊が初代長老（開山）で、良忍は
第二代長老であったのであろう*15。そこで、
次に代々の長老について見ておこう。
　叡尊教団関係の物故者名簿といえる「光明
真言会過去帳」によれば、淨住寺僧としては
草創期の開基心月房定然や渕禅房道順*16が
見える。その次には、第二代長老本覚房良忍
が見える。
　とくに、本覚房良忍は、「光明真言会過去帳」
では、正和五（1316）年正月二六日に死去し
た西大寺第二代長老慈真（信空）のすぐ後ろ
に記されている。記載の順序は、西大寺光明
真言会*17が文永元（1264）年に始まって軌道
に乗るまでは、前に死去した人が、後ろに追
記される場合もあって、死亡年順でない場合
もある*18が、正和五年当時は、光明真言会は
軌道に乗り、死亡年順に記載されていると考
えられる。それゆえ、本覺房良忍は正和五年
（あるいは正和六年）に死去したと推測される。
　とすれば、良忍は、正応三（1290）年に死
去した叡尊の後を継いで、長老となり、以後、
三〇年近くの長きに亘り、第二代長老の重責
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を務めたことになる。良忍は、追塩氏が明ら
かにした*19ように、文永期に淨住寺光明真言
会を開始し（叡尊に進言したのであろう）、弘
安十（1287）年に室町院から寄付された仏牙
舎利の管理を、叡尊から有禅とともに任され
たりしている。とくに、嘉元三（1305）年の
亀山法皇二七日法要に際しては、琵琶湖で鯉
以下一〇種の生物の放生がなされているが、
その責任者は良忍であった。
　また、正和元（1312）年四月三日には、関
白・仁和寺宮とともに東寺舎利の分与に預
かっており、そこにも、淨住寺が朝廷から重
視されていたことが示されている*20。
　さらに、正和五（1316）年正月二六日に西
大寺宝生護国院供養法衆と興福寺とで結ばれ
た密契には、西大寺側の僧六人の内の一人と
して、西大寺長老信空、西大寺護国院隆賢に
継いで良忍が署名している。従来、先学の指
摘はないが、先述のように、信空はその日に
死去しており、興福寺との密契は信空が危篤
状態の中、おそらく叡尊教団は混乱の中で結
ばれたと推測される。すなわち、良忍は、信
空から叡尊教団の後事を託された重鎮の一人
として、署名したのであろう。
　「光明真言会過去帳」には淨住寺僧として良
忍の次に覺慧房が見える。覺慧房には、「光明
真言会過去帳」では長老という注記はないが、
同じく注記のない本覚房良忍が第二代長老で
あったこと等を考えると、以後の、「光明真言
会過去帳」に見える淨住寺僧は長老やそれに
準ずる僧であった可能性がある。それゆえ、
覺慧房*21は第三代の長老であったと推測さ
れる。覺慧房は、「光明真言会過去帳」には次
のように見える*22。
 
　すなわち、正中二（1325）年に死去した東
大寺戒壇院長老円戒房禅爾*23と、嘉暦元
（1326）年八月十日に死去した極楽寺長老善
願房順忍*24の間に見え、おそらく正中二
（1325）年か嘉暦元（1326）年に死去したの
であろう。
　覺慧房の次には、良明房が見える。良明房
は元弘元（1332）十二月十三日に死去した西
大寺第四代長老沙門静然*25より前に記載さ
れているので、それ以前に死去したのであろう。
　良明房の次には本一房が見える。本一房は、
建武五（1338）十一月十六日に死去した称名
寺長老明忍房*26より前に記載されているの
で、建武五（1338）十一月十六日以前に死去
したのであろう。
  ところで、淨住寺には、後述するように、
正慶二（1332）年の絵図が遺されている。そ
れには、左端に「葉室山谷之堂浄住寺正慶二
癸酉年十二月日住持比丘守教（花押）」と書か
れ、制作者と制作年月がわかる。すなわち、
葉室浄住寺の住持であった比丘守教が正慶二
（1332）年に制作したことがわかる。
　この正慶二（1332）年に長老であった守教
こそは、本一房のことであると推測される。
というのも、「光明真言会過去帳」で、本一房
の後に見える淨住寺僧で、時期的に近接して
いる僧は、成善房*27と顕性房*28であるが、成
善房の諱は道戒*29、顕性房のは性守*30である。
それゆえ、本一房が長老であるとすれば、本
一房の諱は守教であろう。
○圓戒房　戒壇院長老 　浄印房　善勝寺
　照観房　大福田寺 　法達房　喜光寺
　道月房　法薗寺 　尊蓮房　慈光寺
○祖道房　泉涌寺長老 　覺慧房　浄住寺
　深聖房　浄土寺 ○善願房　極楽寺長老
― 3 ―
 　弘長元（1261）年以後、叡尊は、浄住寺を
度々訪れ、そこを拠点として京都の貴紳への
布教活動を行ったことはよく知られている。
東山太子堂が、文永三（1266）年に叡尊教団
の律寺となった*31ことを考えれば、浄住寺は、
山城において叡尊が最初に得た拠点であった。
この浄住寺の叡尊教団内での寺格の高さは、
叡尊教団の戒壇が設けられたことに端的に現
れているが、後で触れよう。
　次に、地理的な位置について見ておこう。
浄住寺の地理的な位置については、追塩氏の
示唆に富む研究がある。追塩氏によれば、浄
住寺を含めた叡尊教団の寺院は京都の京城外
に位置する*32とされる。
　それは、一面をついているが、より重要な
のは、京城といった古代都市平安京との関係
ではなく、中世都市平安京との関係である。
平安京は、右京（西側）が低湿地のために生
活に適さず、左京を中心に発展し、さらに、
三条大路を中心に北側が上京、南側が下京と
する都市となっていった*33。さらに、中世都
市京都に入るには、七口（七つあったわけで
はないという）という入り口が成立し、関が
設けられていたという。
　そうした中世都市平安京において、浄住寺
は、西の唐櫃越えの入り口近くに立地してい
た*34点は注目される。
　淨住寺住持次第
開山　　　叡尊　　　　　　　　　死亡年
 ２　　本覚房良忍　　　　1316年？
 ３　　覺慧房　　　　　　1325－1326年死去？
 ４　　良明房　　　　　　1332年以前に死去
 ５　　本一房守教（カ）　　1338年11月以前に死去
 ６　　成善房道戒　　　　1346年以前に死去
 ７　　顕性房性守　　　　1346年以前に死去
京都ノ軍勢、曾テ今被出抜トハ夢ニモ不知、
油断シテ居タル処ニ、同二七ノ日辰刻ニ、中
院右衛門督顕能、三千余騎ニテ鳥羽ヨリ推寄
テ、東寺ノ南、羅城門ノ東西ニシテ旗ノ手ヲ
解、千種少将顕経五百余騎ニテ、丹波路唐櫃
越ヨリ押寄テ、西ノ七条ニ火ヲ上ル、
　この史料は、『太平記』巻30からの引用で
あるが、観応三（1352）年閏二月二七日に、
中院顕能の軍勢とともに、千種顕経の軍勢が
丹波路へ抜ける唐櫃越から京へ入り、西七条
に火の手が挙がったという。このように、淨
住寺の位置する唐櫃越口は、京都から丹波へ
抜ける京都の入り口の一つであった。逆にい
えば、それ故に、度々兵火に会うことになった。
　他方、東山太子堂は、坂本、大津方面から
平安京の東の入り口であった、粟田口に位置
していた。さらに、第三位の八幡大乗院は、
京都の南に位置し、京都の内港とされる淀に
近い位置に所在していた。このように、律寺
は、平安京の東・西・南の入り口を押さえ、
また交通の要衝に位置していたのである。
　ところで、鎌倉極楽寺は、鎌倉の内港和賀
江島を押さえ、称名寺は外港六浦を押さえて
いた*35。博多でも、博多大乗寺が博多津を押
さえていた*36。また、極楽寺は、その末寺の
霊山寺・称名寺とともに、東海道の天竜川・
大井川・富士川・木瀬川・高野川（利根川）
といった主要河川を押さえていた*37。このよ
うに、叡尊教団（いや、唐招提寺系・泉涌寺
系の律寺も*38）は、全国の港や河川といった
交通の要衝を押さえていた。そうした、港や
河川では関を設けて、関銭を取ったが、そう
した権利は、叡尊教団によって行われた勧進
による橋・港なども修造・管理・維持に対す
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る代償であった*39。
　とすれば、山城国の筆頭寺院であった淨住
寺は、そうした交通路支配にいかなる関与を
していたのであろうか。次の史料をみよう。
（前略）右京職与淨住寺相論、五条堀川用水事、
貞和五年三月十九日文殿注進、同五年七月廿
六日、仰勘者章有令書出付進奉行案察使資明
卿之処、直可賜云々、仍下賜淨住寺雑掌畢、
（後略）*40
　本史料は、貞治三（1364）年三月六日付の
中原師茂勘状の一部であるが、それによれば、
貞和五（1349）年頃、右京職と淨住寺とが
「五条堀川用水事」に関して訴訟していたこと
がわかる。他に史料がないので、具体的なこ
とは明確ではないが、淨住寺が五条堀川用水
権に関して権利を主張していたようである。
　先述のように、叡尊教団寺院が全国的に河
川を押さえていたことを合わせ考えるならば、
淨住寺が五条堀川を押さえ、その用水権を
握っていたのかもしれない。淨住寺も、京都
の河川を押さえていたのかもしれない。
第二章　絵図に見る中世浄住寺の世界
　先述のように、葉室の浄住寺には、図版の
ような一枚の絵図が残されている*41。その大
きさは縦53.0×横85.5センチメートルであり、
着色で、紙に描かれている。
　先述したようにその左端には「葉室山谷之
堂浄住寺正慶二癸酉年十二月日住持比丘守教
（花押）」とあって、制作者と制作年月がわか
る。すなわち、葉室浄住寺の住持であった比
丘守教（本一房）が正慶二（1332）年に制作
したことがわかる。すなわち、鎌倉時代最末
期、14世紀初頭の浄住寺の繁栄ぶりを示す貴
重な絵図ということになる。それゆえ、本絵
図を縦糸に、他の史料を使いながら、当時の
浄住寺を視覚的に明らかにできる。
 
　図を見ると、西を上にして、北側に浄住寺
を、南側に鎮守山と、鎮守の八幡社と春日社
とが描かれている。まさに、神仏習合の状態
がよく現れている。
　この図によって、浄住寺は、北は「大道」
（西方寺の前の道か）によって限られ、南は谷
田川（川に「谷田川」と注記がある）、西は山
によって区切られていたことがわかる。門は
北門、東門、南門の三つが描かれている。西
は山が迫っており、西門はなかったのかもし
れない。
　まず、注目されるのは、七つの白い巨大な
標石である。律寺・律院は、律寺・律院にな
り、僧侶が増えると結界という儀礼によって、
領域を限り、その内を聖化する必要があった。
その領域を限ることを結界という。その結界
の目印が標石であり、結界の儀礼が行われた
ことがわかる。
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 （弘長元年）辛酉六十一歳
自正月八日、定然比丘之庵室取立畢、（中略）、
四月十六日、定然比丘結夏一度之間、夏竟、
至西山葉室、応結界布薩之由、慇懃勧請、難
背恩志、憖領状了、仍解夏後、七月晦日、著
山城国久世郡美豆郷、翌日八月一日、六人授
菩薩戒、日夕著葉室、翌日二日、梵網古迹記、即
彼寺号浄住寺、結大界、始行布薩、十八日、
廿八人授菩薩戒、開講行事鈔、
　本史料は、『学正記』弘長元（1261）年條
である。それによれば、出家した葉室定嗣
（定然）が布薩のために、大界結界を望み、そ
れに応えるために、叡尊が、同年八月一日の
夕方に、浄住寺に着き、結界し、布薩を行っ
たことがわかる。ここに、浄住寺が律寺とし
て、本格的に活動を開始したのである。なお、
布薩というのは、律寺で毎月行われることに
なっていた行事で、僧侶が行った破戒などを
衆僧に告白し、罰を受けたりする、ようする
に反省会である。そうした儀礼は、結界儀礼
のなされた清浄な場でなければ行えないとさ
れている。七つの標石は、そうした結界儀礼
の際の隅などを示す目印であった。
　次に注目されるのは、戒壇である。東門を
入ってすぐ南側に二層の建物が見え、「戒壇」
と注記されている。
 
　叡尊の業績目録ともいえる「叡尊行状集記」
によれば、
就中。新築戒壇五所。謂西大寺。家原寺。淨
住寺。海竜王寺。法華寺也。
とあって、「西大寺。家原寺。淨住寺。海竜王
寺。法華寺」に戒壇を築いたことがわかる。
（弘安）六年癸未
　師八十三。（中略）十月。奉　勅新築戒壇
於浄住寺。朔日。作法結界。三日。行三師七
證別受戒法。四日。就壇受菩薩戒者三百四十
一人。
　本史料は、元禄時代に浄住寺慈光の編集し
た叡尊の伝記『葉室浄住寺開山叡尊行実年譜』
（『行実年譜』と略す）の弘安六（1283）年條
である。それによれば、弘安六年十月に勅を
受けて新たに戒壇を浄住寺に築いたことがわ
かる。同年十月朔日に結界の作法を行い、三
日には三師七証方式で授戒を行った。また、
戒壇では三百四十一人に菩薩戒の授戒も行っ
たという。
　しかしながら、勅を受けて戒壇を樹立した
というのは問題である。というのも、叡尊た
ちは、官僧（官僚僧）ではなく、官僧から離
脱しており（遁世僧）、叡尊が教団の戒壇を樹
― 6 ―
立するのに勅許を必要であったとは考えがた
いからだ。すなわち、淨住寺の戒壇は、叡尊
教団の私的な戒壇であった*42。
　この戒壇が設定されていたことは、叡尊教
団内における淨住寺の寺格の高さを表してい
る。叡尊教団の一人前の僧侶（比丘という）
となろうとする者は、戒壇での受戒が必要で、
同一戒壇での受戒者は、受戒者同士の人間関
係ができた。いわば、戒壇は、教団内の人間
的な結節点の一つであった。忍性は、正応四
（1291）年になって初めて極楽寺に戒壇を結
んだという。関東を代表する極楽寺ですら、
正応四年になってであり、淨住寺に弘安六年
という比較的早い時期に戒壇が創られた意義
は大きい。
　次に注目されるのは、宝塔である。
 
　淨住寺には、道宣が伝えた仏牙舎利が伝
わっていた。次の史料*43をみよう。
始在下山田南、元戒法流布之地、而曾道宣律
師所傳之肉牙舎利　嵯峨天皇感得之、則被置
斯寺、今寺絶為村名、牙舎利在京北浄土宗報
恩寺、并伊達天像又銅灯台等亦在此寺
　これは、江戸時代の地誌『雍州府志』から
の引用である。それによれば、淨住寺には、
道宣が伝え、嵯峨天皇が得たという仏牙舎利
が伝わっていた。江戸時代には、淨住寺が衰
えたために、この仏牙舎利は京都の浄土宗報
恩寺に、「伊達天像又銅灯台等」とともにある
という。
　さて、叡尊の伝記『行実年譜』によれば、
弘安十（1287）年八月に室町女院（暉子内親
王、後堀河皇女）が、この牙舎利を叡尊に授
与し、叡尊は、それを淨住寺の宝塔に納めた
ことが記されている。
（弘安）十年丁亥
菩薩八十七歳、秋八月、室町皇后、以日蔵入
唐所伝本朝之澄照大師感得仏牙、命付菩薩、
守護供養、菩薩奉之、以納浄住寺宝塔
・ ・ ・ ・ ・ ・
、即其
菩薩置文曰
　室町女院被安置御相伝牙舎利於浄住寺事
　　　副置　相伝次第一通　真筆御書一通
　右牙舎利者、嚢祖終南山律師所感得也、其
旨見相伝次第、爰予当初自誓以来、五十余年、
訪護持於南山之古風、抽修行於中府之底露、
不図同修之輩、僧尼幾許京夷之間、散在諸国、
大底慣大士之意楽、発闡提之悲願、自他積善、
於戯皇哉、夫和漢境、隔万里之煙波、古今代、送
幾廻之凉燠、当澆季濁乱之末世、得祖師感得
之仏骨、戒流源同、如説誠多之令然者歟、一
門之諸寺、且弥顧祖師之恩徳、且専守　仙院
之御願、不違当寺安置之本儀、宜為一門住持
之仏宝、若時遷事変、魔競人濁、違当寺安置
之御願、及他所奉請之新儀之時者、一門諸寺、
同心与力、可廻無為安置之秘計、兼又、仙院
万歳之後、当寺住持之内、良忍、有禅、両人
一期之後、現住僧衆択其器量可補此役、二人
比丘、宜封納之、不可違失之状如件
弘安十年八月八日　　　西大寺衆首沙門叡尊
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 　もっとも、普通は、この舎利も本堂の西に
位置する舎利殿に納入されていたと考えられ
がちである*44が、『行実年譜』では、傍点部
からわかるように、わざわざ宝塔に納められ
たという。この『行実年譜』は、元禄時代に
浄住寺僧慈光が編集したものであって、淨住
寺の史料に基づいたと考えられ、どこに納め
られていたかについては、信頼できると考え
る。それゆえ、その舎利は、舎利殿ではなく、宝
塔に納められたと考える。
　淨住寺は、正和元（1312）年四月二二日付
で、東寺舎利一粒の分与に預かっている*45が、
それは舎利殿に納められたのであろう。
　次に注目されるのは、絵図には見えない真
言堂である。
　『学正記』弘安二（1279）年条によれば、
　（弘安二年）
十二月二日、仁和寺御室性功法印御出、於浄
住寺真言堂、十一人＜重受五人＞、奉授菩薩
戒、
仁和寺宮性功法印までもが、淨住寺にやって
きて、叡尊から真言堂で菩薩戒を受けたとい
う。ここで注目したいのは、淨住寺には真言
堂があったことである。
　『東寺百合文書』によれば、
当寺第二長老本覚上人為救済法界群類、将発
無縁広大之誓願、勧進有縁之檀那、而文永以
来被始置不断光明真言畢*46、
　とあって、淨住寺第二代長老の本覚房良忍
によって、文永以来、光明真言会が開かれて
いたことがわかる*47。
　また、『学正記』弘安六（1283）年条によ
れば、
　（弘安六年）
九月（中略）至淨住寺。限七晝夜。修不斷光
明眞言大會。
とあり、叡尊が弘安六年九月に淨住寺にやっ
てきて、七昼夜に亘る光明真言会の導師を務
めていることがわかる。
　西大寺の光明真言会は、叡尊が文永元
（1264）年九月四日に西大寺建立の本願称徳
女帝の忌日を期して開始した法会である。七
昼夜にわたって亡者の追善、生者の現世利益
のために光明真言を読誦する法会であり、諸
国の末寺から僧衆が集り、西大寺内に宿泊し
て法会を勤修する叡尊教団の年中行事の中で
最大のものであった*48。そうした法会を、淨
住寺で文永期に開始しようとし、それが認め
られた点は大いに注目され、淨住寺の寺格の
高さがそこにも読み取れる。
　ところで、光明真言会がどこで行われたか
といえば、当然、真言堂であろう。ところが、絵
図には真言堂は見えない。この絵図が、正慶
二（1332）年のものであれば*49、あってしか
るべきである。そこで、絵図をよく見ると、
東門を入ってすぐのところに注記のない本堂
と思しき建物がある。注記がないので明確で
はないが、他の境内の主要な建物には注記が
あることを考えれば、まさに、この堂こそ真
言堂ということになろう。
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　真言堂
 
　ところで、『東寺百合文書』には次のような
史料*50がある。
　施入　淨住寺光明院
合水田貳段　＜在山城国拝師庄内、号森下＞
右子細者、後宇陀院去正和二年以拝師庄＜元
民部省田＞勅施東寺、被定置伝法会並西院供
僧料所、而当庄領多以失墜、甲乙所々令領知
之間、随有支証、学衆方致興行之沙汰、（中
略）今此水田依為其内、令為其内、令勘落之
処、光明院歎訴曰、本覚上人文永年中為法界
衆生頓証菩提、於当院始置不断光明真言勤、
檀越等、致随喜志、令寄付料所、当田為専一、寺
家令勘落者、此勤忽可断絶、優干善根可有免
除云々、（中略）所詮、当寺学頭学衆帰寂之時、
為光明院之沙汰、致殯葬之礼、収遺骨於道場、
永訪没後之菩提者、此地可避彼院、是不絶法
事、不離寺領之勝計也云々（中略）然則永代
以此水田施入彼院了、但法行若退転、約諾令
違変者、任道理、当寺早可令進止（中略）、
　　康永二年三月七日　　　　公文法橋　判
                         　法橋　判
年預大法師　判
　この史料によれば、拝師庄内の二段の水田
が、淨住寺光明院に対して、東寺から寄付さ
れている。それは、光明院の住僧が東寺の学
頭・学衆の葬礼を行い、東寺学衆の骨を淨住
寺の道場に納める代わりとしての寄付であっ
た。そして、その田は元々は光明院で行われ
た光明真言会への費用をまかなう田であった
という。
　この史料から、康永二（1343）年には、淨
住寺には光明真言会を行い、葬礼を担当する
光明院という頭塔の存在が知られる。すなわ
ち、淨住寺は康永二（1343）年以来、東寺の
学頭・学衆の葬送を担い、骨を納める墓所の
役割を果たしていた。
　この光明院の存在は建武五（1338）年にお
いても知られる*51。また、応永五（1398）年
ころにおいても、東寺の学頭・学衆は、骨を
淨住寺に納めている*52。
　先述のように、光明真言会は、真言堂で行
われたと考えられるので、光明院は真言堂が
発展したものと考えられる*53。また、骨を納
めた道場というのは、結界外の建物の一つで
あろう。図には、門外にも建物が描かれている。
 
　ところで、奈良や鎌倉において、律寺は都
市の境界に立地し、都市内の葬送を担当して
いた*54が、その構造は、淨住寺のケ－スによ
れば平安京においても当てはまるようである。
 お わ り に
　以上、絵図などの史料の分析によって、淨
住寺は、叡尊教団の末寺のうち山城国内で筆
頭の直末寺であり、文永期に真言堂（光明院）
で光明真言会が開かれ、弘安六（1283）年十
月には戒壇が設けられるなど、関東の中心寺
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院極楽寺をしのぐ待遇がなされていた。それ
ゆえ、淨住寺は、叡尊教団の中で、叡尊生存
中は西大寺に継ぐ寺格の寺であったと推測さ
れる。その地理的位置は、丹波へ向かう唐櫃
越えの入り口近くに立地し、中世都市京都の
入り口を押さえていた点も大いに注意される
必要がある。また、他の律寺と同様に平安京
の葬送を担当し、川の管理にも関わっていた
ようである。
――――――――――――――――――――
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